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筆
者
は
先
に
、
明
末
清
初
の
思
想
家
陳
確
（
一
六
〇
四
─
一

六
七
七
）
に
お
い
て
、
宋
・
元
・
明
期
の
儒
教
思
想
の
基
本
的

な
発
想
で
あ
る
、
本
来
聖
人
の
発
想
が
否
定
さ
れ
、
善
の
後
天

的
成
長
論
と
い
う
べ
き
新
た
な
人
性
論
へ
転
換
し
た
こ
と
を
報

告
し
た
。
本
来
聖
人
の
発
想
と
は
、
性
は
出
生
時
よ
り
完
全
形

態
で
与
え
ら
れ
、
出
生
後
、
た
と
え
様
々
な
要
因
で
そ
の
発
現

が
阻
害
さ
れ
る
事
態
が
あ
っ
た
と
し
て
、
出
生
時
に
付
与
さ
れ

た
性
の
完
全
性
に
は
な
ん
ら
の
本
質
的
影
響
は
及
ぼ
さ
ず
、
そ

の
意
味
で
「
本
来
」
与
え
ら
れ
た
完
全
な
性
は
、
回
復
す
べ
き

原
点
と
し
て
常
に
人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
発
想
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
陳
確
は
、
性
は
出
生
時
に
種
子
の
如
き

可
能
性
の
潜
勢
態
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

可
能
性
の
姿
は
、
後
天
的
な
習
に
よ
る
開
展
を
経
て
は
じ
め
て

確
認
さ
れ
る
、
と
い
う
、『
孟
子
』
に
よ
る
「
拡
充
」（
公
孫
丑

上
）「
尽
才
」（
告
子
上
）、『
周
易
』
に
よ
る
「
成
性
」（
繋
辞

上
）
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
後
天
的
成
長
論
に
転
換
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
論
的
な
転
換
に
よ
っ
て
陳
確
が
め
ざ
し

た
も
の
は
、
実
践
主
体
が
、
当
下
に
完
全
な
性
が
心
の
中
に
与

え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
性
の
如
実
な
顕
現
を
求
め
て
静

坐
を
代
表
と
す
る
内
向
的
な
工
夫
の
み
に
傾
く
こ
と
、
或
い
は

知
的
営
為
の
み
に
停
頓
す
る
可
能
性
を
塞
ぎ
、
日
常
的
な
活
動

に
お
い
て
、
対
人
・
社
会
関
係
の
中
で
儒
教
的
道
徳
の
実
践
に

永
久
に
励
む
よ
う
に
誘
導
す
る
論
理
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ

た1
。

　

こ
う
し
た
発
想
が
、
陳
確
の
師
の
劉
宗
周
の
工
夫
即
本
体
の

工
夫
重
視
の
立
場
の
延
長
上
に
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と

も
、
か
つ
て
報
告
し
た
通
り
で
あ
る2
。
で
は
、
こ
う
し
た
陳
確

の
「
拡
充
」
や
「
成
性
」
を
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
人
性
論
は
全
く

先
蹤
無
く
現
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は
な
く
、

明
代
後
期
の
段
階
で
、
工
夫
重
視
の
立
場
か
ら
、「
拡
充
」
や

「
成
性
」
に
期
待
を
よ
せ
た
立
場
が
存
在
し
て
い
た
。
陳
確
に

よ
る
直
接
的
な
言
及
が
無
い
の
で
、
継
承
関
係
が
設
定
で
き
る

か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
こ
に
は
発
想
の
連
続
性
が
客
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観
的
に
措
定
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
陳
確
の
本
来
聖
人

否
定
に
伴
っ
て
重
視
さ
れ
た
「
拡
充
」
や
「
成
性
」
概
念
の
明

末
に
お
け
る
運
用
の
実
例
を
概
覧
し
、
後
に
陳
確
の
議
論
に
お

い
て
使
用
さ
れ
た
発
想
の
歴
史
的
先
蹤
を
確
認
し
た
い
。

一　
 

銭
一
本
の
事
例
：
そ
の
人
性
論
・
実
践

論
の
基
調

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
ま
ず
ス
コ
ー
プ
に
入
っ
て
来
る
の
は
、

銭
一
本
（
一
五
三
九
─
一
六
一
〇
・
江
蘇
武
進
の
人
）
の
思
想

で
あ
る
。
銭
一
本
は
、
顧
憲
成
ら
と
近
く
、『
明
儒
学
案
』
で

は
顧
憲
成
・
高
攀
龍
ら
と
と
も
に
東
林
学
案
に
立
伝
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
彼
の
著
書
『
黽べ
ん

記き

』
に
つ
い
て
の
『
四
庫
提
要
』

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
顧
ら
の
如
く
時
局
を
談
ず
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
政
治
的
な
意
味
で
の
東
林
グ
ル
ー
プ

と
は
肌
合
い
の
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る3
。
著
書
に
は
易
関

係
の
も
の
が
多
く
、
そ
れ
以
外
に
儒
学
に
関
す
る
筆
記
と
し
て

『
黽
記
』
が
あ
る4
。
本
書
は
、『
明
儒
学
案
』
に
も
引
用
先
と
し

て
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
儒
教
の
理
論
的
な
事
柄
一

般
に
関
す
る
箚
記
で
、
こ
こ
に
彼
の
性
理
関
係
の
思
惟
の
結
果

が
見
ら
れ
る
。『
黽
記
』
は
現
在
で
は
『
四
庫
存
目
叢
書
』
に

収
め
ら
れ
て
お
り
、
容
易
に
目
睹
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
、
彼
の
議
論
を
み
て
み
た
い5
。

　

ま
ず
、
銭
一
本
の
儒
学
思
想
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
彼

は
、
本
性
の
先
天
的
完
全
性
を
前
提
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

本
来
聖
人
の
発
想
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
の
思
惟
の
ま
ず

基
本
で
あ
る
。
彼
は
い
う
。

　

質
問
。
人
が
生
ま
れ
て
静
で
あ
る
の
は
、
天
の
性
で
あ

る
。
そ
れ
は
天
命
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
答
え
。
天
が
命

じ
て
人
と
し
た
以
上
、
人
と
な
る
こ
の
道
理
が
、
少
し
で

も
欠
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
少
し
で
も
動
い

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
動
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、

靜
と
い
い
、
天
の
性
と
い
う
の
だ
。（
人
生
而
靜
、
天
之

性
也
。
其
天
命
之
謂
乎
。
曰
天
既
命
之
爲
人
、
這
一
副
做

人
底
道
理
、
何
曽
欠
缺
分
毫
？
何
曽
動
一
動
？
以
不
曽

動
、
故
謂
之
靜
而
曰
天
之
性
。）『
黽
記
』
巻
四
・
九

　

聖
人
が
聖
人
た
る
根
拠
は
、
こ
れ
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ

れ
が
一
人
一
人
の
天
道
で
あ
る
。
本
然
の
誠
の
体
は
、
一

人
一
人
に
聖
人
の
規
模
と
分
量
が
具
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

（
聖
人
之
所
以
爲
聖
人
、
只
有
這
些
、
便
是
人
人
的
天

道
。
本
然
誠
體
、
人
人
具
足
聖
人
的
體
段
分
量
。）『
黽
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三

記
』
巻
四
・
九

　

従
っ
て
、
学
は
最
初
に
復
す
る
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
。

た
だ
性
が
本
来
善
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
覚
醒
し
、
善

を
明
ら
か
に
し
て
初
め
に
復
す
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
は
じ

め
て
学
で
あ
る
。（
惟
知
性
之
本
善
而
有
覺
、
以
明
善
復

初
爲
事
、
方
始
是
學
。）
巻
一
・
一
九

　

こ
の
よ
う
に
、
銭
一
本
は
、
宋
明
期
に
幅
広
く
見
ら
れ
る
本

来
聖
人
の
前
提
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
彼
の
思
想
で
目

立
つ
の
は
、
工
夫
重
視
で
、
本
体
の
完
全
性
に
乗
っ
て
ゆ
く
現

成
派
的
発
想
に
批
判
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

天
が
や
む
こ
と
な
く
運
行
し
、
地
が
そ
の
中
に
あ
る
。

聖
人
が
七
十
歳
で
心
に
従
う
の
に
、
な
ん
と
し
て
も
則
を

超
え
な
い
と
い
っ
た
。
今
、
天
は
天
に
ま
か
せ
、
地
は
地

に
ま
か
せ
、
人
は
人
に
ま
か
せ
る
の
で
、
天
機
の
自
か
ら

な
る
流
行
に
ゆ
だ
ね
る
の
だ
と
い
っ
て
、
そ
の
場
し
の
ぎ

で
、
一
敗
地
に
ま
み
れ
た
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
す
べ
て

台
な
し
に
す
る
醜
い
行
い
を
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
も
の
が

い
る
。
ほ
ん
と
に
民
に
嘘
を
教
え
る
邪
説
で
あ
り
、
世
を

惑
わ
す
ゆ
が
ん
だ
行
い
で
あ
る
。（
天
運
而
不
已
、
有
地

在
中
間
。
聖
人
七
十
從
心
、
必
云
不
踰
矩
。
今
有
倡
爲
天

自
信
天
、
地
自
信
地
、
人
自
信
人
、
任
天
機
之
自
爲
流

行
、
以
文
其
枉
尋
直
尺
、
一
敗
塗
地
、
盡
喪
生
平
之
醜

行
、
眞
誣
民
之
邪
説
而
惑
世
之
詖
行
也
。）
巻
二
・
一
九

　

そ
れ
は
、
無
善
無
悪
説
に
対
す
る
批
判
と
も
な
る
。

　

無
知
無
能
無
伐
無
施
と
い
う
の
は
、
聖
賢
の
分
量
で
あ

る
。
学
者
に
教
え
る
に
は
、
善
の
意
の
萌
え
出
る
と
こ
ろ

か
ら
よ
い
方
に
導
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
、
逆
に
こ

れ
を
抹
殺
せ
ん
と
し
、
善
の
字
と
悪
の
字
は
同
じ
だ
と
し

て
、
人
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
な
、
と
教
え
る
。
思
い
を
め

ぐ
ら
さ
な
い
以
上
、
見
て
取
る
べ
き
本
来
面
目
な
ど
あ
り

え
よ
う
か
。（
無
知
無
能
無
伐
無
施
、
是
聖
賢
分
量
。
若

教
學
者
、
定
須
就
善
意
萌
出
處
利
導
。
今
却
并
要
抹
殺
、

善
字
與
惡
字
同
、
而
教
人
以
勿
思
。
既
已
不
思
矣
、
有
何

本
來
面
目
之
可
認
乎
。）
巻
一
・
三
〇
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こ
こ
で
は
、
直
接
的
に
は
仏
教
が
批
判
の
対
象
か
も
し
れ
な

い
が
、
王
学
派
の
無
善
無
悪
の
立
場
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
う
し
た
立
場
に
反
対
し
、
工
夫
の

重
視
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
段
の
保
持
す
る
工
夫
で
あ

る
。
お
さ
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
随
時
の
点
検
・
統
制
の

工
夫
で
あ
る
。
後
世
の
儒
は
自
然
を
口
に
す
る
こ
と
を
好

み
、
ほ
し
い
ま
ま
に
本
体
を
論
じ
た
。
点
検
・
統
制
の
工

夫
な
ど
潔
し
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
保
持
の
工
夫
も
行
わ

ず
、
荒
唐
無
稽
、
で
た
ら
め
の
極
み
と
い
え
る
。（
存
是

平
日
保
任
工
夫
、
遏
是
隨
時
檢
制
工
夫
、
後
儒
好
語
自

然
、
侈
談
本
體
、
不
但
檢
制
有
所
勿
屑
、
并
保
任
有
所
弗

事
、
可
謂
荒
唐
謬
悠
之
極
矣
。）
巻
三
・
五
〇

　

こ
う
し
た
、
工
夫
の
無
化
に
反
対
し
、
着
実
な
工
夫
を
確
保

し
よ
う
と
い
う
の
が
、
銭
一
本
の
実
践
論
を
導
く
基
本
的
な
方

向
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
自
己
の
現
在
の
力
量
、
到

達
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
い
た
ず
ら
に
高
い
見
積
も
り
を
弄
す
る

の
で
は
な
く
、
慎
重
な
評
価
を
要
求
す
る
の
と
通
底
す
る
形
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
理
解
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
学
者
の
分
際
に
属
す
る
こ
と
に
、
聖
人
の
レ
ベ

ル
の
こ
と
を
や
た
ら
に
高
い
調
子
で
語
る
の
は
断
じ
て
よ

く
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
た
だ
の
言
い
っ
放
し
で
、
百
に

ひ
と
つ
も
う
ま
く
ゆ
か
な
い
し
、
万
を
超
え
て
失
敗
が
積

も
る
だ
ろ
う
。（
凡
屬
學
者
分
上
事
、
切
不
宜
高
言
聖
人

分
上
事
。
不
然
止
是
謄
口
、
百
無
一
成
而
萬
有
餘
敗
。）

巻
一
・
三
三

　

彼
は
、
当
時
の
儒
学
者
の
間
に
、
自
己
に
対
す
る
過
剰
に
高

い
見
積
も
り
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
を
苦
々
し
く
思
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
禅
仏
教
の
仏
祖
を
も
の
と
も
し
な
い
宗
風
の
影
響

だ
と
考
え
て
い
た
。

後
世
の
儒
者
は
と
も
す
れ
ば
孔
子
を
超
え
た
と
す
る
見
解

を
弄
す
る
が
、
こ
れ
は
狂
禅
の
一
派
の
仏
祖
を
罵
る
や
り

か
た
の
余
毒
に
染
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
後
儒
動
有
超

越
孔
子
之
見
、
此
染
于
狂
禅
呵
佛
罵
祖
之
餘
毒
也
。）
巻

一
・
三
〇

　

こ
う
い
う
方
向
を
抑
下
し
、
着
実
な
工
夫
に
人
々
を
誘
導
し
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な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背

景
で
、
彼
が
重
点
的
に
と
り
あ
げ
る
工
夫
論
の
核
心
は
、『
中

庸
』
に
説
か
れ
る
戒
愼
恐
懼
と
、『
中
庸
』『
大
学
』
に
見
ら
れ

る
愼
獨
で
あ
る
。

　

怠
惰
放
縦
で
あ
る
と
、
心
は
人
欲
そ
の
も
の
、
多
方
面

に
乱
れ
る
。
戒
愼
恐
懼
す
る
と
、
心
は
天
理
そ
の
も
の
、

ひ
と
筋
に
収
斂
す
る
。
慎
が
そ
の
ま
ま
独
だ
と
い
っ
て
も

よ
い
。
工
夫
し
う
る
と
こ
ろ
が
本
体
、
本
体
に
合
一
し
う

る
と
こ
ろ
が
工
夫
で
あ
る
。（
怠
惰
放
肆
、
心
即
人
欲
、

多
端
多
岐
。
戒
愼
恐
懼
、
心
即
天
理
、
只
一
路
。
謂
即
愼

爲
獨
、
可
。
做
得
工
夫
是
本
體
、
合
得
本
體
是
工
夫
。）

巻
三
・
八

　

当
時
よ
く
用
い
ら
れ
た
本
体
・
工
夫
の
対
概
念
を
用
い
て
、

戒
愼
恐
懼
・
愼
獨
を
工
夫
即
本
体
、
本
体
即
工
夫
と
い
う
位
置

で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
発
言
で
あ
る
。
君
子
た
る
も
の
は
、
常

に
こ
の
戒
懼
・
愼
獨
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

君
子
は
戒
懼
、
愼
獨
し
て
、
い
つ
も
ど
こ
で
も
天
命
に

向
き
合
い
、
天
地
を
正
し
く
位
さ
せ
、
万
物
を
育
成
す
る

点
か
ら
つ
ね
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。（
君
子
戒

懼
愼
獨
、
時
時
處
處
對
越
天
命
、
無
一
息
不
在
位
天
地
育

萬
物
上
起
念
。）
巻
三
・
三
四

　

彼
に
と
っ
て
は
、
戒
愼
恐
懼
と
愼
獨
の
関
係
は
、
朱
子
学
の

枠
組
み
で
と
ら
え
ら
れ
、
心
が
発
動
す
る
ま
え
の
未
發
に
お
け

る
戒
愼
恐
懼
と
、
心
が
発
動
し
は
じ
め
た
已
發
の
際
の
愼
獨
と

に
分
け
て
把
握
す
る
。
王
守
仁
や
、
後
述
す
る
孫
慎
行
ら
の
よ

う
な
、
戒
愼
恐
懼
と
愼
獨
を
連
続
さ
せ
て
と
ら
え
る
把
握
は
し

な
い
。

　

戒
懼
で
未
發
を
養
い
、
愼
獨
で
已
發
を
謹
ん
で
、
発
と

未
発
を
合
一
さ
せ
、
見
る
見
な
い
、
聞
く
聞
か
な
い
を
合

一
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
戒
懼
を
語
り
ま
た
愼
獨
を

語
る
の
で
あ
る
。（
戒
懼
以
養
未
發
、
愼
獨
以
謹
已
發
、

令
發
未
發
合
爲
一
、
睹
不
睹
聞
不
聞
合
爲
一
、
故
既
言
戒

懼
、
又
言
愼
獨
。）
巻
三
・
四
四

　

こ
の
二
つ
は
動
静
の
位
相
に
分
属
さ
れ
て
、
並
行
す
る
実
践

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戒
愼
恐
懼
は
、
心
の
発
動
以

前
に
お
い
て
心
の
本
体
を
失
わ
な
い
工
夫
で
あ
る
。
同
時
に
、
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上
に
本
体
即
工
夫
、
工
夫
即
本
体
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
と

お
り
、
そ
れ
は
ま
た
本
性
の
発
現
そ
の
も
の
と
も
評
価
さ
れ

る
。　

戒
慎
恐
懼
は
全
く
の
性
体
の
流
行
で
、
耳
目
は
作
用
せ

ず
、
声
も
臭
い
も
消
え
果
て
て
い
る
の
で
、
見
る
聞
く
の

二
字
も
表
に
出
さ
ず
、
見
な
い
と
こ
ろ
聞
か
な
い
と
こ
ろ

と
だ
け
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
勉
め
ず
し
て
節
に
中

り
、
思
わ
ず
し
て
得
る
（『
中
庸
』）
本
体
だ
と
い
っ
て
も

よ
い
し
、
動
か
ず
し
て
敬
、
言
わ
ず
し
て
信
（
同
上
）
の

工
夫
と
い
っ
て
も
よ
い
。（
戒
謹
恐
懼
純
是
性
體
流
行
、

耳
目
不
用
、
聲
臭
倶
泯
、
故
覩
聞
二
字
亦
不
露
出
、
但
曰

其
所
不
覩
、
其
所
不
聞
。
謂
爲
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
之

本
體
可
、
謂
爲
不
動
而
敬
、
不
言
而
信
之
功
夫
可
。）
巻

四
・
一
二

　

こ
の
未
発
の
戒
愼
恐
懼
を
実
行
し
た
上
で
、
愼
獨
も
行
う
こ

と
で
、
性
へ
の
準
拠
が
確
保
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

愼
獨
は
羅
針
盤
の
針
で
、
霊
妙
な
奥
深
い
レ
ベ
ル
に
参

入
で
き
る
も
の
だ
。
こ
れ
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
多
様
な
感

応
・
多
様
な
起
滅
に
お
い
て
、
情
意
に
任
せ
る
と
こ
ろ
が

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
無
く
な
る
。
そ
こ
で
意
は
こ
れ
で
誠
に

な
り
、
性
に
は
こ
れ
で
率
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。（
愼
獨

定
盤
一
針
、
入
隱
入
微
。
得
此
、
萬
感
萬
應
、
萬
起
萬

滅
、
無
一
毫
任
情
信
意
處
了
。
故
意
由
此
誠
、
性
由
此

率
。）
巻
三
・
三
二
─
三
三

　

彼
の
『
黽
記
』
に
は
全
編
を
通
じ
て
多
く
の
戒
愼
恐
懼
と
愼

獨
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
工
夫
重
視
と
い
っ
た
と

き
に
彼
が
中
心
的
に
と
ら
え
て
い
た
実
践
だ
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
方
、
朱
子
学
・
陽
明
学
の
間
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
理
を

外
求
す
べ
き
か
内
求
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

銭
氏
は
積
極
的
に
は
議
論
し
な
い
。
外
在
説
内
在
説
と
も
に
誤

り
と
し
、
内
外
合
一
で
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
み

で
あ
る
。

外
と
内
を
合
す
る
の
を
心
と
い
い
、
理
と
い
い
、
学
と
い

い
、
道
と
い
い
、
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
理
は
心
に
あ

る
と
し
て
物
を
疎
外
す
る
こ
と
、
理
は
物
に
あ
る
と
し
て

心
を
疎
外
す
る
こ
と
、
二
つ
に
わ
け
る
の
は
み
な
だ
め
で
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あ
る
。（
合
外
内
之
謂
心
、
之
謂
理
、
之
謂
學
、
之
謂

道
、
倶
同
。
認
理
爲
在
心
、
遺
其
物
、
認
理
爲
在
物
、
遺

其
心
、
二
之
皆
不
是
。）
巻
二
・
四
四

　

で
は
、
理
を
求
め
る
の
に
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
独
自
な
議
論
の
展
開
は
な
い
。
彼
と
し
て
は
戒

愼
恐
懼
と
愼
獨
に
よ
っ
て
十
分
な
理
の
把
握
が
可
能
に
な
る
と

考
え
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。「
物
に
行
き
渡
っ
た
知
を
格
物

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
可
以
徧
物
之
知
爲
格
物
」（
巻

一
・
二
三
）
と
い
う
の
を
見
る
と
、
事
物
の
理
を
向
外
的
に
窮

め
尽
く
す
方
向
に
ゆ
く
朱
子
学
の
説
に
立
た
な
い
如
く
で
あ

り
、
と
す
れ
ば
、
基
調
と
し
て
は
陽
明
学
に
近
い
と
い
え
よ
う

が
、
彼
の
自
覚
で
は
自
ら
は
陽
明
と
は
違
っ
て
内
外
合
一
の
立

場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
格
物
の
解
釈
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
、
格
物
に
つ
い
て
は
、

　

大
学
で
は
格
物
を
入
手
の
と
こ
ろ
と
し
て
い
る
が
、
聖

門
で
仁
を
求
め
る
と
き
の
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
伝
承
で

あ
る
。
格
物
し
な
け
れ
ば
、
頭
っ
か
ら
不
仁
で
あ
っ
て
、

痛
痒
も
一
切
感
じ
な
く
な
る
。
知
が
至
っ
た
り
、
意
が
誠

に
な
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。（
大
學
以
格
物

爲
入
手
、
聖
門
求
仁
之
的
傳
也
。
不
格
物
、
劈
頭
不
仁
、

痛
癢
倶
不
知
矣
。
何
知
至
與
意
誠
之
有
。）
巻
一
・
三
〇

と
い
っ
て
、
工
夫
と
し
て
ま
ず
着
手
す
べ
き
も
の
と
認
め
て
い

る
が
、
そ
の
内
実
と
し
て
は
、
本
末
を
わ
き
ま
え
、
自
己
と
天

地
万
物
と
の
つ
な
が
り
を
自
覚
す
る
こ
と
だ
と
と
ら
え
て
い

る
。　

格
物
は
別
に
訓
ず
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
本
末
終
始
が

有
る
、
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
だ
。
た
と
え
ば
父
子
親
有

り
、
と
い
う
と
き
、
親
で
あ
れ
ば
、
父
子
に
本
末
あ
る
こ

と
と
な
り
、
父
子
の
事
に
つ
い
て
終
始
の
秩
序
を
確
保
し

た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
親
が
無
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
慈

孝
で
も
す
べ
て
末
だ
し
、
必
ず
乱
れ
る
し
、
薄
く
な
っ
て

し
ま
う
。
ひ
た
す
ら
実
直
に
親
が
有
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

一
家
に
お
い
て
は
一
家
の
父
子
の
格
と
な
り
、
一
国
に
お

い
て
は
一
国
の
父
子
の
格
と
な
り
、
天
下
に
お
い
て
は
天

下
の
父
子
の
格
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
父
子
に
本
末

終
始
が
有
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
父
子
の
物
を
格
せ
ば

父
子
の
物
が
格
す
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（
格
物
不
消

別
訓
、
只
有
本
末
終
始
便
是
。
如
云
父
子
有
親
、
親
便
父
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子
有
本
末
、
便
終
始
得
這
父
子
之
事
。
無
親
、
便
恁
般
慈

孝
也
都
是
末
、
無
有
不
亂
、
無
有
不
薄
。
實
實
落
落
有

親
、
在
一
家
能
爲
一
家
父
子
之
格
、
在
一
國
能
爲
一
國
父

子
之
格
、
在
天
下
能
爲
天
下
父
子
之
格
。
這
便
是
父
子
有

本
末
有
終
始
、
這
便
是
格
父
子
之
物
而
父
子
之
物
格
。）

巻
四
・
五
〇

　

格
と
言
う
字
を
ど
う
訓
ず
る
の
か
、
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し

な
い
感
も
あ
る
が
、
本
末
終
始
の
構
造
と
、
そ
の
構
造
を
成
り

立
た
せ
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
、
た
と
え
ば
父
子
で
あ
れ
ば
親
、

と
い
う
原
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
が
格
物
だ
、
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
地
万
物
と
己
が
一
体
と
言
う
こ
と
を

わ
き
ま
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。「
物
を
わ
が
身
に
本
づ
け
る
の

を
格
と
い
う
（
本
物
于
身
之
謂
格
）」（
巻
一
・
三
二
）
と
い
う

通
り
、
わ
が
身
が
本
で
天
地
万
物
を
末
と
し
て
ひ
と
つ
な
が
り

に
と
ら
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

も
し
天
下
国
家
を
ひ
と
つ
の
も
の
と
で
き
な
け
れ
ば
、

こ
の
混
然
と
し
て
真
ん
中
に
い
る
身
は
、
す
べ
て
首
が
切

ら
れ
尾
を
絶
た
れ
た
切
り
株
・
折
れ
枝
・
枯
れ
枝
の
な
ご

り
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
本
が
有
っ
て
自
立
で
き
る
な
ど
と

い
え
た
も
の
で
な
な
い
。（
如
不
能
以
天
下
國
家
爲
一

物
、
即
此
混
然
中
處
之
身
、
皆
絶
首
截
尾
之
朽
株
斷
枝
殘

柯
之
末
桒
已
耳
。
安
得
謂
之
有
本
而
能
以
自
立
。）
巻

一
・
三
三

　

格
物
と
、
戒
愼
恐
懼
・
愼
獨
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
銭
氏
は

語
っ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
は
戒
愼
恐
懼
・
愼
獨
と
い
う
具
体

的
な
工
夫
実
践
の
中
に
、
格
物
は
、
そ
の
正
し
い
あ
り
方
を
指

示
し
た
も
の
と
し
て
、
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

二　

 

銭
一
本
の
拡
充
重
視
と
﹁
成
性
﹂
概
念

の
掲
出

　

さ
て
、
こ
う
し
た
戒
愼
恐
懼
と
慎
独
を
中
核
と
す
る
工
夫
論

を
唱
え
、
本
体
の
自
然
性
に
委
ね
る
立
場
に
反
対
し
て
、
工
夫

重
視
を
唱
え
た
銭
一
本
だ
が
、
冒
頭
に
記
し
た
如
き
「
拡
充
」

論
の
積
極
的
受
容
と
運
用
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
る
議
論
を
展

開
し
て
い
る
。

　

彼
が
、
本
来
聖
人
の
立
場
に
立
ち
、
人
は
生
来
完
全
な
本
性

を
与
え
ら
れ
て
、
そ
れ
が
失
わ
れ
な
い
で
存
在
し
、
学
の
目
的

は
そ
の
本
来
に
復
帰
す
る
こ
と
だ
と
す
る
、
宋
明
理
学
主
流
派

の
立
場
と
同
じ
考
え
方
を
奉
じ
て
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
。
と
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こ
ろ
が
、
更
に
彼
は
、
そ
う
し
た
原
則
に
立
ち
な
が
ら
、
天
性

に
対
す
る
人
為
的
な
工
夫
、「
拡
充
」
プ
ロ
セ
ス
の
必
要
を
強

く
唱
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
工
夫
重
視
の

立
場
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

学
ぶ
必
要
の
な
い
能
力
、
思
い
を
め
ぐ
ら
す
必
要
の
な

い
知
覚
と
い
う
の
は
、
孟
子
が
、
児
童
の
愛
敬
を
知
る
と

こ
ろ
に
お
い
て
、
そ
の
本
来
具
有
す
る
善
の
端
緒
を
指
摘

し
て
、
人
に
見
極
め
拡
充
す
る
よ
う
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
究
極
の
と
こ
ろ
を
究
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ

を
天
下
に
達
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
天
下
に
達
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
学
習
し
、
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
必
要

だ
。
…
孟
子
は
こ
れ
を
逆
に
語
っ
て
人
に
学
習
し
思
慮
を

め
ぐ
ら
す
こ
と
の
重
要
さ
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で

あ
っ
て
、
人
が
学
習
せ
ず
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
ず
と
も
よ
い

と
い
う
の
で
は
な
い
。（
不
學
之
能
、
不
慮
之
知
、
孟
子

只
就
孩
童
之
知
愛
知
敬
處
點
出
那
本
來
自
有
之
善
端
、
示

人
察
識
擴
充
。
究
其
指
歸
、
須
是
達
之
天
下
。
要
達
之
天

下
、
須
是
學
且
慮
。
…
孟
子
蓋
是
倒
説
以
警
人
之
學
且

慮
、
非
謂
人
可
以
不
學
不
慮
也
。）
巻
一
・
三
四

　

四
端
な
ど
は
本
性
の
発
露
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
そ
れ
を
伸

ば
す
た
め
の
人
為
的
工
夫
を
加
え
な
い
の
で
は
、
単
な
る
一
瞬

の
発
現
に
過
ぎ
ず
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

四
端
は
果
実
の
芽
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
充
実
さ
せ
成
長

さ
せ
な
け
れ
ば
、
直
ち
に
枯
れ
て
し
ま
う
。（
四
端
只
是

果
芽
。
若
不
充
長
、
立
地
成
朽
。）
巻
一
四
〇

　

石
に
石
が
当
た
っ
て
火
花
が
出
る
こ
と
、（
井
戸
に
落

ち
る
子
を
）
見
て
惻
隠
の
心
が
生
ず
る
こ
と
、
こ
れ
は
い

ず
れ
も
凡
庸
な
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
あ
り
、
君
子
を
論
ず
る

と
き
の
着
眼
点
で
は
な
い
。（
撃
而
火
出
、
見
而
惻
生
、

皆
凡
庸
耳
、
非
所
以
論
君
子
。）
巻
一
・
三
七

　

曽
子
・
子
思
は
独
を
い
い
、
孟
子
は
端
を
語
っ
た
。
打

た
れ
て
ほ
と
ば
し
る
の
を
端
と
い
い
、
学
習
せ
ず
思
慮
を

め
ぐ
ら
せ
ず
と
も
知
っ
た
り
で
き
た
り
す
る
の
も
端
と
い

い
、
涵
養
す
る
中
か
ら
出
て
く
る
も
の
だ
け
は
独
と
い

う
。
端
は
、
凡
民
も
共
有
す
る
も
の
だ
が
、
独
は
君
子
だ

け
が
有
す
る
も
の
だ
。
端
は
も
と
よ
り
充
実
さ
せ
な
く
て

は
い
け
な
い
が
、
独
も
慎
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
独
を

慎
ま
な
け
れ
ば
、
端
を
充
実
し
な
い
の
と
同
じ
で
、
簡
単

に
滅
し
て
し
ま
う
。（
曽
思
言
獨
、
孟
子
言
端
。
敲
撃
出
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者
謂
之
端
、
不
學
不
慮
而
知
能
者
亦
謂
之
端
、
惟
涵
養
出

者
謂
之
獨
。
端
、
凡
民
之
所
同
、
獨
、
君
子
之
所
獨
。
端

固
要
充
、
獨
仍
須
愼
。
獨
不
愼
、
與
端
不
充
一
般
、
易
爲

滅
息
者
。）
巻
二
・
四
八

　

こ
の
時
期
、
い
わ
ゆ
る
現
成
派
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
流
れ
で

は
、
当
下
の
良
知
の
存
在
・
機
能
の
完
全
無
欠
性
が
主
張
さ

れ
、
そ
こ
へ
の
悟
入
を
契
機
に
、
す
べ
て
の
人
為
を
捨
て
て
、

良
知
の
自
在
な
運
動
に
身
を
委
ね
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
上
に
触
れ
た
無
善
無
悪
の
主
張
と
表
裏
一

体
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
本
体
に
加
え
る
少
し
の
人

為
も
、
良
知
の
完
全
性
を
損
な
う
も
の
と
し
て
認
め
て
い
な
か

っ
た
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
泰
州
派
の
祖
で
あ
る
王
艮
の
息

子
で
、
現
成
派
の
巨
頭
王
畿
に
学
ん
だ
王
襞へ
き

（
一
五
一
一
─
一

五
八
七
）
は
、
次
の
よ
う
に
端
的
な
現
成
派
的
発
想
を
表
明
し

て
い
る
。

　

学
と
い
う
一
字
を
取
り
上
げ
る
と
、
も
う
何
重
に
も
面

倒
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
実
は
本
来
無
一

物
、
自
ず
か
ら
に
現
成
し
て
お
り
、
明
覚
自
然
の
は
た
ら

き
に
従
う
ば
か
り
な
の
だ
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
動
作
行
為

に
、
何
の
道
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
え
よ
う
。
こ
れ
以
上

ど
う
か
し
よ
う
な
ど
と
い
う
の
は
、
蛇
に
足
を
書
き
加
え

る
と
い
う
も
の
だ
。（
纔
提
起
一
個
學
字
、
却
似
便
要
起

幾
層
意
思
。
不
知
原
無
一
物
、
原
自
見
成
、
順
明
覺
自
然

之
機
而
已
。
自
朝
至
暮
、
動
作
施
爲
、
何
者
非
道
？
更
要

如
何
、
便
是
與
蛇
畫
足
。）『
王
東
厓
先
生
文
集
』
巻
上
・

一
四
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
集
部
・
第
一
四
六
冊
・

六
五
二
）

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
王
襞
は
、「
も
と
も
と
お
の
ず
と
現
成

し
た
も
の
、
担
う
必
要
な
し
。
も
と
も
と
ど
ん
な
遠
く
で
も
至

る
も
の
、
拡
充
開
拓
の
必
要
な
し
。
本
自
見
成
、
何
須
擔
荷
？

本
無
遠
不
至
、
何
須
充
拓
？
」（
上
道
州
周
合
川
書
『
王
東
厓

先
生
文
集
』
巻
上
・
二
〇
・
同
上
六
五
五
─
六
）
と
言
っ
て
お

り
、
銭
一
本
が
主
張
す
る
よ
う
な
人
為
的
「
充
拓
」
は
要
ら
な

い
、
と
明
言
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
立
場
に
対
し
て
、
銭
一
本
は
意
識
的
作
為
的
拡
充

の
工
夫
は
不
可
欠
だ
と
い
う
立
場
を
ぶ
つ
け
て
ゆ
こ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。

　

こ
ど
も
は
学
習
し
な
く
て
も
で
き
る
し
、
聖
人
は
勉
め
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な
く
て
も
節
に
中
る
。
ま
た
こ
ど
も
は
考
え
な
く
て
も
わ

か
る
し
、
聖
人
は
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
ず
と
も
正
し
さ
を
つ

か
ま
え
る
。
子
ど
も
は
で
き
あ
い
の
聖
人
な
ら
ぬ
も
の
は

な
く
、
聖
人
は
は
じ
め
の
子
ど
も
な
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。

（
と
こ
ろ
が
）
人
に
は
、
こ
ど
も
た
り
え
ぬ
も
の
は
な
い

が
、
聖
人
た
り
え
ぬ
も
の
は
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
ば
な

い
、
考
え
な
い
、
勉
め
な
い
、
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
な
い
と

い
う
こ
と
に
誤
ら
れ
て
、
で
き
る
、
わ
か
る
、
節
に
中

る
、
正
し
さ
を
つ
か
ま
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

省
み
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
で
き
る
、
わ
か
る
、
節

に
中
る
、
正
し
さ
を
つ
か
ま
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
放

り
出
し
て
、
学
ぶ
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
勉
め
る
こ
と
、

思
慮
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
い
ず
れ
も
や
ら
な
く
て
も
よ

い
、
と
い
う
の
は
、
こ
ど
も
の
胎
を
早
死
に
さ
せ
、
聖
人

の
脈
を
断
ち
切
る
も
の
で
あ
っ
て
、
君
子
は
慎
ま
な
く
て

は
い
け
な
い
し
、
よ
く
弁
別
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（
孩
提
不
學
而
能
、
聖
人
不
勉
而
中
。
孩
提
不
慮
而
知
、

聖
人
不
思
而
得
。
孩
提
無
不
是
現
成
聖
人
、
聖
人
無
不
是

原
初
孩
提
。
人
未
有
不
能
爲
孩
提
、
乃
有
不
能
爲
聖
人
。

豈
不
學
不
慮
不
勉
不
思
爲
之
誤
、
而
能
而
知
而
中
而
得
、

忽
弗
省
歟
。
遺
能
知
中
得
而
謂
學
慮
思
勉
倶
可
以
無
事

事
、
此
亦
殀
孩
提
之
胎
而
斷
聖
人
之
脈
者
、
君
子
不
可
以

不
愼
、
亦
不
可
以
無
辨
。）
巻
四
・
一
二

　

か
く
、
完
全
な
る
本
性
の
存
在
を
前
提
に
、
そ
こ
に
人
為
的

拡
充
の
工
夫
を
加
え
る
こ
と
の
必
要
を
主
張
す
る
わ
け
だ
が
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
の
に
、
農
作
物
の
栽
培
の
比
喩
が

用
い
ら
れ
る
。

　

仁
義
礼
智
は
、
人
が
固
有
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
心
に

根
ざ
さ
せ
な
い
と
、
生
き
な
い
。
色
と
は
心
の
符
で
あ
っ

て
、
だ
か
ら
色
を
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
、
人
が

急
に
（
子
ど
も
が
井
戸
に
落
ち
る
の
）
を
見
て
惻
隠
の
心

が
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
た
だ
の
端
緒
で
あ
っ
て
、
根
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
、
五
穀
は
、
す
ば
ら
し
い
種
で
あ
る

こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
人
が
こ
の
種
を
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
同
じ
く
こ
の
種
を

持
っ
て
い
て
も
、
植
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
死
ん

だ
種
粒
と
い
う
ば
か
り
で
、
生
き
た
種
粒
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
い
く
粒
か
の
種
を
後
生
大
事
に
守
っ
て
も
、
一

人
も
育
て
ら
れ
な
い
し
、
ま
し
て
家
・
国
・
天
下
に
推
す

な
ど
、
い
う
ま
で
も
な
く
不
可
能
だ
。（
仁
義
禮
智
、
人
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所
固
有
、
只
不
曽
根
之
于
心
、
便
不
生
。
色
者
心
符
、
故

曰
生
色
。
今
人
乍
見
惻
生
、
但
是
端
、
不
是
根
。
譬
如
五

穀
、
豈
不
是
美
種
。
謂
人
無
是
種
不
得
、
然
同
有
是
種
、

不
會
種
（
去
聲
）、
只
換
做
死
粒
、
不
喚
生
粒
。
株
守
這

幾
粒
、
一
人
生
育
不
來
、
況
推
之
家
國
天
下
？
）
巻
三
・

一
三

　

種
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
植
え
て
培
わ
な
く
て
は
、
成
長
し

な
い
し
、
収
穫
も
な
い
。
四
端
を
そ
の
ま
ま
に
拡
充
し
な
い
立

場
は
、
種
を
ま
か
ず
に
守
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
工
夫
の
必
要
性
を
農
作
物
栽
培
の
比
喩
で
主
張
す
る
ス
タ

イ
ル
は
彼
は
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
、『
黽
記
』
の
中
で
多

用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
孟
子
』
の
「
拡
充
」
に
関
し
て
、
こ
う
し
た
解
釈

を
加
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
、
実
は
朱
熹
も
銭
一
本
と
似
た

よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
即
ち
、
本
来
完
全
な
性
が
与
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
現
と
し
て
四
端
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
か

ら
拡
充
し
て
、
本
来
の
分
量
を
尽
く
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
、
と
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

拡
と
は
、
広
げ
て
ゆ
く
の
意
。
充
と
は
、
満
た
す
の

意
。
四
端
は
自
分
に
お
い
て
、
随
所
で
発
現
す
る
。
そ
れ

ら
を
す
べ
て
押
し
広
げ
て
そ
の
本
来
あ
る
か
た
ち
の
分
量

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
々
新
た
に
な
っ
て
、
自

分
で
や
め
よ
う
に
も
や
め
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ

か
ら
満
た
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
四
海
が
遠
い
と

は
い
え
、
こ
れ
も
自
分
の
ス
コ
ー
プ
の
中
に
納
ま
っ
て
、

保
持
す
る
の
に
困
難
は
な
く
な
る
。
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
至
近
の
事
も
う
ま
く
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
。

（
擴
、
擴
廣
之
意
。
充
、
滿
也
。
四
端
在
我
、
隨
處
發

見
。
知
皆
即
此
推
廣
而
充
滿
其
本
然
之
量
、
則
其
日
新
又

新
、
將
有
不
能
自
已
者
矣
。
能
由
此
而
遂
充
之
、
則
四
海

雖
遠
、
亦
吾
度
内
、
無
難
保
者
。
不
能
充
之
、
則
雖
事
之

至
近
而
不
能
矣
。）『
孟
子
集
注
』
巻
三
（『
四
書
章
句
集

注
』
中
華
書
局
一
九
八
三
・
二
三
八
）。

　

銭
一
本
は
、
朱
熹
が
こ
こ
で
い
う
、「
即
此
推
廣
而
充
滿
其

本
然
之
量
」
の
如
き
発
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
を
自
己
の

中
心
的
主
張
と
し
て
用
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
こ
こ
ま
で
で
は
、
銭
一
本
の
主
張
の
内
容
そ
れ
自
体
は
、

朱
子
学
な
ど
、
本
来
聖
人
の
枠
組
み
の
下
で
、
着
実
な
工
夫
の

必
要
性
を
説
く
先
行
思
想
に
対
し
て
、
特
に
新
し
い
も
の
で
は
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な
い
。
た
だ
、
朱
熹
に
お
い
て
は
、「
拡
充
」
は
、
も
ち
ろ
ん

積
極
的
に
評
価
さ
れ
う
る
タ
ー
ム
で
は
あ
っ
た
が
、
工
夫
論
の

中
心
に
位
置
す
る
ま
で
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
銭
一
本

は
、
中
心
に
位
置
付
け
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
独
自
の
新
た

な
方
向
性
で
あ
る
。

　

そ
し
て
更
に
、
朱
熹
と
は
ち
が
っ
て
、
銭
一
本
に
お
い
て

は
、
性
と
し
て
は
完
全
な
も
の
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
で
は
十
分
な
顕
現
が
得
ら
れ
ず
、
人
為
的
工
夫
を

通
し
て
、
は
じ
め
て
形
を
現
す
、
と
い
っ
た
「
拡
充
」
概
念
の

運
用
に
見
ら
れ
る
発
想
は
、
更
に
、
性
の
天
与
性
に
対
し
て
、

人
に
よ
る
「
性
を
成
す
」（
周
易
繫
辞
上
伝
の
「
成
之
者
性

也
」、「
成
性
存
存
」
を
踏
ま
え
る
）
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
だ
、

と
い
う
表
現
に
ま
と
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
表
現
の
運
用
例

は
、『
黽
記
』
の
中
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

　

性
は
も
と
よ
り
完
全
な
も
の
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
も

の
だ
が
、
成
さ
な
く
て
は
尽
く
せ
ず
、
す
こ
し
も
自
ら
の

も
の
と
な
ら
な
い
。（
性
固
是
完
全
生
得
來
、
然
不
成
不

盡
、
絲
毫
不
爲
己
有
。）
巻
一
・
二
五

　

告
子
が
、
生
ま
れ
つ
き
を
性
と
い
う
、
と
い
っ
た
。
ま

っ
た
く
人
為
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
人
性
を
仁

義
と
す
る
の
は
、
柳
を
曲
げ
物
と
考
え
る
よ
う
な
も
の

だ
、
と
い
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
禅
宗
の
修
行
も
悟
り
も
無

い
と
す
る
説
で
、
性
は
も
と
よ
り
天
か
ら
生
じ
る
が
、
ま

た
人
に
よ
っ
て
成
る
の
で
、（『
易
』
で
）「
こ
れ
を
成
す

も
の
は
性
」
だ
と
か
、「
性
を
成
し
て
存
存
す
る
」
な
ど

と
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
世
の

儒
者
た
ち
に
専
ら
本
体
だ
け
論
じ
て
工
夫
を
説
か
な
い
も

の
が
い
る
の
は
、
そ
の
誤
り
は
皆
告
子
に
も
と
づ
い
て
い

る
の
だ
。（
告
子
曰
、
生
之
謂
性
。
全
不
消
爲
、
故
曰
以

人
性
爲
仁
義
、
猶
以
杞
柳
爲
桮
棬
。
此
即
禅
宗
無
修
證
之

説
。
不
知
性
固
天
生
、
亦
由
人
成
、
故
曰
成
之
者
性
、
故

曰
成
性
存
存
。
世
儒
有
專
談
本
體
而
不
説
工
夫
者
、
其
誤

皆
原
于
告
子
。）
巻
一
・
二
四

　

天
が
物
を
生
じ
る
に
お
い
て
は
、
大
抵
ひ
と
つ
の
胚
胎

を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
成
す
の
は
、
全
く
人
に

か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、（『
易
』
で
）「
こ

れ
を
成
す
も
の
は
性
」
だ
と
か
、「
性
を
成
し
て
存
存
す

る
」
な
ど
と
い
う
の
で
あ
る
。（
天
之
生
物
大
抵
與
他
一

箇
胚
胎
、
成
之
全
在
乎
人
。
故
曰
成
之
者
性
、
成
性
存

存
。）
巻
一
・
一
六

　

孟
子
は
性
善
を
語
り
、
語
れ
ば
必
ず
堯
舜
を
称
し
た
と
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い
わ
れ
る
。
堯
舜
た
り
え
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
善
た
り
う

る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
性
が
成
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

孔
子
の
善
を
継
ぎ
性
を
成
す
と
い
う
趣
旨
に
よ
く
合
致
す

る
こ
と
と
な
る
。
堯
舜
た
り
え
な
け
れ
ば
、
善
は
継
が
れ

ず
、
性
は
ど
う
し
て
成
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
実
ら
な
い

五
穀
と
い
う
も
の
だ
。（
孟
子
道
性
善
、
言
必
稱
堯
舜
。

爲
堯
舜
、
然
後
善
、
斯
成
性
、
允
合
孔
子
繼
善
成
性
之

旨
。
不
堯
舜
、
善
將
不
繼
、
性
何
以
成
。
皆
五
穀
之
不
熟

者
也
。）
巻
一
・
五
二

　

こ
の
よ
う
に
、
銭
一
本
は
、「
拡
充
」
の
不
可
欠
性
強
調
か

ら
更
に
進
ん
で
、「
成
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
後
天

的
・
人
為
的
な
「
性
を
成
す
」
工
夫
が
不
可
欠
だ
と
す
る
説
を

立
て
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
成
性
」
説
が
、
本
性
の
完
全
性
を
前
提
に
す
る
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
一
歩
進
ん
で
、
そ
こ
に
後
天
的
な
「
性
を
成

す
」
工
夫
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
こ
と
が
、

本
来
聖
人
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
若
干
の
不
整
合
感
を
惹
起
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
今
も
完
全
な
本
性
な

ら
ば
、
な
ぜ
「
性
」
を
「
成
」
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

こ
の
表
現
は
、
性
の
先
天
的
完
全
性
を
損
な
う
感
触
を
有
す
る

の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
黄
宗
羲
が
議
論
し
て
い
る
。
彼

は
、
銭
一
本
が
工
夫
重
視
を
掲
げ
、
そ
こ
か
ら
こ
う
し
た
「
成

性
」
説
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
正
し
く
把
握
し
た

上
で
、
彼
の
説
が
性
の
自
然
性
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
批
判
し
て
い
る
。
黄
宗
羲
は
劉
宗
周
由
来
の
標
準
的
本
来

聖
人
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
銭
一
本
の
立
場
は
批
判
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

先
生
の
学
は
、
王
塘
南
（
時
槐
）
か
ら
得
た
も
の
が
多

く
、
時
の
学
者
が
好
ん
で
本
体
を
語
る
の
に
懲
り
て
い
た

の
で
、
工
夫
を
中
心
と
し
た
の
で
あ
る6
。
一
粒
の
穀
物
の

種
は
、
誰
も
が
有
し
て
い
る
が
、
凝
集
し
て
発
育
レ
ベ
ル

ま
で
ゆ
か
な
く
て
は
、
結
局
死
ん
だ
種
粒
だ
、
と
か
、
人

は
才
を
も
た
ぬ
も
の
は
無
く
、
才
は
善
な
ら
ぬ
も
の
は
な

い
。
そ
の
才
を
尽
く
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
本
体
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
石
火
電
光
を
わ
が
家
財
と
し

て
は
い
け
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、

深
く
学
者
の
弊
害
に
当
た
っ
て
い
る
。（
し
か
し
）
性
は

も
と
よ
り
天
生
の
も
の
だ
が
、
ま
た
人
に
由
っ
て
成
る
の

だ
、
だ
か
ら
之
を
成
す
も
の
は
性
、
と
い
う
の
だ
、
と
い
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う
説
と
な
る
と
、
そ
も
そ
も
性
は
自
然
の
生
理
で
あ
っ

て
、
人
力
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
関
与
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
従
っ
て
た
だ
性
を
知
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
み

で
、
性
を
為
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
。
聖
人
も
そ
れ

を
成
せ
な
い
し
、
愚
者
も
そ
れ
を
虧
く
こ
と
は
で
き
な
い

の
だ
。（
従
っ
て
）
成
す
と
虧
く
と
い
う
こ
と
で
性
を
論

じ
た
の
は
失
当
で
あ
る
。
先
生
之
學
、
得
之
王
塘
南
者
居

多
、
懲
一
時
學
者
喜
談
本
體
、
故
以
工
夫
為
主
。
一
粒
穀

種
、
人
人
所
有
、
不
能
凝
聚
到
發
育
地
位
、
終
是
死
粒
。

人
無
有
不
才
、
才
無
有
不
善
、
但
盡
其
才
、
始
能
見
得
本

體
、
不
可
以
石
火
電
光
便
作
家
當
也
。
此
言
深
中
學
者
之

病
。
至
謂
性
固
天
生
、
亦
由
人
成
、
故
曰
成
之
者
性
、
夫

性
爲
自
然
之
生
理
、
人
力
絲
毫
不
得
而
與
、
故
但
有
知
性

而
無
爲
性
。
聖
不
能
成
、
愚
不
能
虧
。
以
成
虧
論
性
、
失

之
矣
。（『
明
儒
學
案
』
巻
五
九
・
一
ｂ
・
臺
湾
中
華
書
局

四
部
備
要
・
一
九
七
〇
）

　

黄
宗
羲
は
、
人
為
に
よ
っ
て
「
成
す
」
こ
と
を
必
然
と
し
た

銭
氏
の
性
論
が
、
天
与
の
性
の
完
全
性
・
非
人
為
性
を
損
な
う

可
能
性
を
秘
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
的
確
に
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
銭
一
本
の
場
合
、
本
来
聖
人
の
立
場
を
堅

持
し
つ
つ
も
、
そ
の
「
拡
充
」
の
工
夫
の
不
可
欠
性
を
強
調
す

る
中
か
ら
、「
成
性
」
と
い
う
、
本
来
聖
人
の
前
提
を
逸
脱
し

か
ね
な
い
概
念
の
重
用
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
し
く
、
陳
確
の
め
ざ
し
た
方
向
性
と
同
様
の
ベ
ク
ト
ル
を

も
っ
た
発
想
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
「
拡
充
」「
成
性
」
の
方
向
で
、
い
わ
ば

外
に
向
か
っ
て
大
き
く
性
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
、
開
展
し
て
ゆ
く

イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
銭
一
本
だ
が
、
一
方
の
戒
愼
恐
懼
と
か

慎
独
と
い
っ
た
彼
の
具
体
的
な
実
践
論
の
中
核
が
、
む
し
ろ
自

己
の
内
面
を
凝
視
し
て
い
く
、
む
し
ろ
向
内
的
イ
メ
ー
ジ
を
も

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係
は
ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
彼
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
問
題
で

あ
る
と
は
感
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

端
は
、
凡
民
も
共
有
す
る
も
の
だ
が
、
独
は
君
子
だ
け

が
有
す
る
も
の
だ
。
端
は
も
と
よ
り
充
実
さ
せ
な
く
て
は

い
け
な
い
が
、
独
も
慎
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
独
を
慎

ま
な
け
れ
ば
、
端
を
充
実
し
な
い
の
と
同
じ
で
、
簡
単
に

滅
し
て
し
ま
う
。（
端
、
凡
民
之
所
同
、
獨
、
君
子
之
所

獨
。
端
固
要
充
、
獨
仍
須
愼
。
獨
不
愼
、
與
端
不
充
一

般
、
易
爲
滅
息
者
。）
巻
二
・
四
八
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若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
感
得
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

戒
愼
恐
懼
・
慎
独
が
、
彼
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
「
拡
充
」「
成
性
」

と
い
う
も
の
の
内
実
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三　

孫
慎
行
の
事
例
：
そ
の
基
本
的
立
場

　

次
に
み
て
み
た
い
の
は
、
銭
一
本
と
の
思
想
的
交
渉
が
記
録

さ
れ
る7
、
や
は
り
東
林
派
の
一
人
孫
慎
行
（
一
五
六
五
─
一
六

三
六
・
江
蘇
武
進
の
人
）
の
思
想
で
あ
る8
。
彼
は
、
銭
一
本
ほ

ど
系
統
的
で
は
な
く
、
断
片
的
な
が
ら
、
や
は
り
四
端
と
そ
の

「
拡
充
」
に
着
目
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
議
論
を
立
て
て
い
る
。

　

孫
慎
行
は
、『
明
儒
学
案
』
で
は
銭
一
本
と
と
も
に
「
東
林

学
案
」
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
両
者
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
理

学
思
想
に
関
わ
る
著
作
と
し
て
は
、『
明
儒
学
案
』
に
も
と
ら

れ
て
い
る
『
困
思
抄
』
が
あ
る
。
同
書
の
伝
本
は
、
簡
単
に
見

ら
れ
る
も
の
、
た
と
え
ば
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
テ
キ

ス
ト
と
『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
所
収
テ
キ
ス
ト
の
間
で
も
か
な

り
の
出
入
が
あ
り
、
そ
の
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、

筆
者
が
見
る
限
り
で
は
、
基
本
的
な
思
想
的
方
向
性
に
関
わ
る

相
違
ま
で
は
な
い
と
判
断
し
た9
。

　

ま
ず
、
彼
の
思
想
に
つ
い
て
、
従
来
注
目
を
集
め
て
き
た
も

の
と
し
て
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
、
彼
の
人

性
論
に
関
わ
る
気
の
と
ら
え
か
た
で
あ
る
。
彼
は
本
来
聖
人
の

立
場
に
立
ち
な
が
ら
端
的
な
「
気
の
哲
学
」
の
主
張
者
で
あ
っ

た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
彼
の
実
践
論
の
柱
と
し
て
据
え
ら
れ
た

戒
懼
慎
独
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
簡
単
に

見
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
彼
は
気
質
の
性
と
天
命
の
性
を
分
け
て
把
握
す
る
こ

と
に
反
対
し
、
両
者
の
相
即
を
説
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
氣
質

に
悪
の
起
源
を
見
る
こ
と
を
否
定
し
、
氣
質
は
あ
く
ま
で
善
と

し
て
、
悪
を
後
天
的
な
要
因
、
習
へ
と
帰
し
て
ゆ
く
こ
と
に
通

じ
て
い
る
。

　

孟
子
は
、
形
色
は
天
性
だ
と
い
っ
た
。
そ
の
後
に
な
っ

て
、
氣
質
の
性
は
、
君
子
は
性
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
、

と
い
う
や
つ
が
出
て
き
た
の
だ
。
そ
も
そ
も
、
気
質
だ
け

は
、
形
色
で
は
な
い
の
か
？
も
し
形
色
で
あ
り
な
が
ら
性

で
な
い
と
し
う
る
の
な
ら
、
天
命
の
性
も
変
更
で
き
る
こ

と
と
な
る
。
…
も
し
形
が
で
き
て
か
ら
気
質
の
性
が
あ
る

と
い
う
な
ら
、
こ
れ
も
初
め
は
善
で
、
途
中
で
不
善
と
な

る
と
い
う
説
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
ち
ら
が
善
で
あ
る
な

ら
、
あ
ち
ら
だ
け
が
ど
う
し
て
不
善
と
な
る
の
か
？
は
じ
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め
が
善
な
ら
、
途
中
が
ど
う
し
て
突
然
不
善
に
な
る
の

か
？
善
は
性
だ
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
で

ど
う
し
て
不
善
を
性
に
関
係
づ
け
る
の
か
？
…
後
世
の
儒

者
の
変
化
気
質
論
に
従
っ
た
な
ら
ば
、
一
郷
一
国
の
善
士

で
す
ら
そ
の
功
能
を
負
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
天

下
の
人
々
を
し
て
、
無
理
を
し
て
困
難
を
恐
れ
、
今
の
レ

ベ
ル
で
安
ら
ご
う
と
弛
ん
だ
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
は
、
こ

の
言
葉
に
違
い
な
い
。（
孟
子
謂
形
色
天
性
也
。
而
後
有

謂
氣
質
之
性
、
君
子
有
弗
性
者
焉
。
夫
氣
質
獨
非
形
色

乎
。
若
形
色
而
可
以
弗
性
、
是
天
命
之
性
可
得
而
易
也
。

…
若
謂
形
而
後
有
氣
質
之
性
、
亦
初
善
中
不
善
者
也
。
夫

此
既
善
、
則
彼
何
以
獨
不
善
？
初
既
善
、
則
中
何
以
忽
不

善
？
明
知
善
既
是
性
、
則
不
善
何
以
復
繋
之
性
？
…
由
後

儒
之
變
化
氣
質
、
則
或
一
郷
一
國
之
善
士
已
不
勝
其
功

能
、
使
天
下
矯
強
畏
難
而
偸
安
于
已
然
者
、
必
此
言
。）

氣
質
篇
『
玄
晏
齋
困
思
抄
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部

第
一
二
三
冊
・
三
二
九
）

　

い
わ
ゆ
る
気
質
の
性
と
い
う
こ
と
と
な
る
と
、
形
が
生

じ
た
後
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
気
を
天
に

受
け
、
形
を
地
に
受
け
、
俗
か
ら
変
化
作
用
を
受
け
る
と

な
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
土
地
の
肥
沃
さ
や
や
せ
方
、

雨
や
露
、
人
の
関
わ
り
方
と
い
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
三
つ

は
い
ず
れ
も
夫
子
の
い
う
と
こ
ろ
の
習
だ
。
今
、
そ
れ
が

習
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
無
理
や
り
に
性
に
つ
な
げ

て
、
し
か
も
明
ら
か
に
そ
れ
を
性
だ
と
説
い
て
い
る
と
こ

ろ
が
な
い
の
で
、
特
に
気
質
の
性
と
い
う
説
を
作
り
出
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
わ
た
し
に
は
理
解
で
き
ぬ
こ
と
で
あ

る
。（
至
所
謂
氣
質
之
性
、
不
過
就
形
生
後
説
。
若
稟
氣

于
天
、
成
形
于
地
、
受
變
于
俗
、
正
肥
磽
雨
露
人
事
類

也
。
此
三
者
皆
夫
子
所
謂
習
耳
。
今
不
知
其
爲
習
、
而
強

繋
之
性
、
又
不
遇
明
説
性
、
而
特
創
氣
質
之
性
之
説
、
此

吾
所
不
知
也
。）
氣
質
辨
『
玄
晏
齋
困
思
抄
』
巻
上
（『
四

庫
全
書
存
目
叢
書
』
経
部
第
一
六
二
冊
・
二
〇
）

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
気
質
に
即
し
て
性
を
み
よ
う
と
す
る

孫
慎
行
に
お
い
て
、
そ
の
工
夫
論
の
中
心
は
戒
懼
慎
独
で
あ

る
。　

千
万
の
心
思
が
分
か
れ
な
が
ら
も
独
た
る
こ
と
に
変
わ

り
な
く
、
念
慮
を
孤
寂
に
し
て
も
独
と
は
い
わ
な
い
。
戒

懼
す
る
か
戒
懼
し
な
い
か
（
が
分
か
れ
目
）
な
の
だ
。
…

そ
こ
で
君
子
は
慎
独
を
尊
重
す
る
の
だ
。
凡
人
に
お
い
て
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は
で
た
ら
め
な
胸
臆
、
ち
っ
ぽ
け
な
心
で
手
探
り
の
消
息

を
独
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
君
子
の
場
合
は
一
生
涯
性

に
率
が
っ
て
保
合
す
る
こ
と
が
独
で
あ
る
。
そ
こ
で
慎
独

の
難
し
さ
を
知
る
の
で
あ
る
。（
有
千
萬
其
心
思
而
不
失

爲
獨
、
有
孤
寂
其
念
慮
而
不
名
爲
獨
、
是
戒
愼
不
戒
愼
之

間
。
…
是
以
君
子
貴
愼
獨
。
凡
人
不
過
妄
臆
寸
心
影
響
之

爲
獨
、
君
子
直
是
終
身
率
性
保
合
之
爲
獨
、
故
知
愼
獨
難

也
。）
莫
見
『
止
躬
齋
愼
獨
義
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』

集
部
第
一
二
三
冊
・
三
九
三
）

　

そ
し
て
、
戒
愼
恐
懼
す
る
心
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、
性
そ

の
も
の
の
発
現
だ
と
す
る
、
工
夫
即
本
体
の
方
向
か
ら
の
工
夫

と
本
体
の
相
即
を
説
く
。

　

人
は
天
地
の
心
で
あ
り
、
人
が
為
す
こ
と
が
天
地
の
た

め
に
命
を
立
て
る
、
と
い
う
の
は
、
た
だ
こ
の
一
点
の
競

競
業
業
と
し
て
已
む
を
容
れ
ざ
る
心
の
み
で
あ
る
。
こ
う

す
れ
ば
安
ら
か
で
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
不
安
だ
と
か
、
こ

う
す
れ
ば
順
で
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
逆
だ
と
か
、
ま
さ
し

く
『
中
庸
』
末
章
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
そ
れ
た
だ
ひ
と
の

見
ざ
る
と
こ
ろ
」、
こ
れ
が
性
の
体
で
あ
る
。
…
今
の

人
々
は
、
た
だ
戒
慎
恐
懼
は
工
夫
だ
と
い
う
ば
か
り
で
、

こ
れ
が
真
性
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
性
を
と
り
落
と

し
て
、
別
に
性
を
探
す
と
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
性
を
理
解

す
る
時
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
見
ざ
る
と
こ
ろ
聞
か
ざ
る

と
こ
ろ
は
天
命
で
あ
り
、
自
分
は
そ
れ
を
戒
慎
恐
懼
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
、
天
命
と
自
分
と
が
結

局
連
結
で
き
ず
、
一
生
の
心
を
操
持
す
る
修
養
努
力
も
、

い
た
ず
ら
に
人
為
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
ど
う
し
て

命
に
至
る
と
き
が
来
よ
う
か
。（
人
者
天
地
之
心
、
而
人

所
爲
爲
天
地
立
命
者
、
唯
此
一
點
競
競
業
業
不
容
已
之

心
。
如
此
則
安
、
不
如
此
則
不
安
、
如
此
則
順
、
不
如
此

則
逆
、
正
末
章
所
謂
其
唯
人
所
不
見
、
此
性
體
也
。
…
今

人
徒
説
戒
愼
恐
懼
是
工
夫
、
不
知
即
此
便
是
眞
性
、
却
丢

却
性
、
別
尋
一
性
、
如
何
有
知
性
時
。
至
謂
所
不
睹
所
不

聞
是
天
命
、
我
要
戒
愼
恐
懼
他
、
是
天
命
與
我
身
終
粘
連

不
上
、
一
生
操
脩
、
徒
屬
人
爲
、
又
如
何
有
至
于
命
時
。）

愼
獨
『
玄
晏
齋
困
思
抄
』
巻
一
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』

経
部
第
一
六
二
冊
・
一
五
─
六
）

　

こ
こ
で
、
戒
懼
を
本
体
の
自
然
な
は
た
ら
き
と
と
ら
え
る
の

は
、
工
夫
を
持
続
す
る
こ
と
こ
そ
が
本
体
だ
と
す
る
、
間
断
な
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き
工
夫
を
要
請
す
る
立
場
か
ら
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陽
明

学
で
い
え
ば
鄒
守
益
の
主
張
に
連
な
り
、
後
の
劉
宗
周
の
発
想

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る11
。
こ
の
工
夫
重
視
の
姿
勢
は
、
銭
一

本
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
銭
一
本
と
は
異
な
り
、
戒
愼

恐
懼
と
愼
獨
を
静
・
動
に
分
け
て
配
当
す
る
朱
子
学
の
発
想
を

否
定
す
る
。
両
者
を
連
続
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
あ

る
。
こ
の
中
和
概
念
を
め
ぐ
る
思
惟
も
先
学
が
注
意
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
と
和
の
名
称
は
分
け
ら
れ
る
が
、
中
と
和
の
実
態
は

わ
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
中
和
の
工
夫
も
更
に
分
け
ら
れ

な
い
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
ひ
と
つ
の
戒
懼
慎
独
へ
と

収
斂
す
る
。
た
だ
戒
懼
す
れ
ば
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
な

い
所
で
、
天
地
は
明
ら
か
と
な
り
、
万
物
は
同
体
と
な
っ

て
、
隠
れ
ま
た
現
れ
て
い
る
独
が
主
持
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
和
を
致
す
こ
と
に
な
る
方
途

で
あ
る
。（
中
和
之
名
可
分
也
。
而
中
和
之
寔
不
可
分

也
。
即
中
和
之
功
更
無
可
分
也
、
總
歸
之
一
戒
懼
愼
獨
。

惟
戒
懼
則
不
睹
不
聞
之
所
、
而
天
地
爲
昭
、
萬
物
同
體
、

隱
見
顯
微
之
獨
爲
主
持
者
、
明
明
矣
。
此
中
和
之
所
爲
致

也
。）
中
和
『
止
躬
齋
愼
獨
義
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』

集
部
第
一
二
三
冊
・
三
九
四
）

四　

孫
慎
行
の
性
・
徳
分
離
と
拡
充
概
念

　

さ
て
、
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
孫
慎
行
だ
が
、
彼
の
思
想

で
本
稿
の
主
題
と
の
関
連
で
興
味
を
引
く
の
は
、
四
端
と
拡

充
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
性
と
徳
と
の
分
離
論
で
あ
る
。
表
現

が
銭
一
本
ほ
ど
明
瞭
で
な
く
、
か
な
り
晦
渋
な
議
論
だ
が
、
少

し
追
跡
し
て
み
た
い
。

　

孟
子
は
、
い
き
な
り
「
人
に
は
誰
で
も
人
に
忍
び
ざ
る

の
心
が
あ
る
」
と
い
っ
た
。
心
に
つ
い
て
人
に
知
っ
て
欲

し
い
の
で
、
そ
こ
で
惻
隠
の
心
を
指
し
て
「
仁
の
端
」
と

い
っ
た
の
だ
。
仁
が
中
に
あ
っ
て
、
惻
隠
の
心
が
逆
に
そ

の
端
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
孟
子
は
一
方
で
は

「
仁
義
禮
智
は
心
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

も
し
仁
が
中
に
あ
っ
て
、
惻
隠
の
心
が
そ
の
端
な
の
で
あ

れ
ば
、「
心
は
徳
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
い
う
べ
き
で
あ

っ
て
、「
徳
は
心
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
い
う
べ
き
で
は

な
い
。
も
し
心
が
徳
に
根
ざ
し
て
い
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
そ

の
（
心
の
中
の
）
徳
を
も
と
め
て
も
、
心
は
真
な
る
あ
り
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か
た
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
徳
が
心
に
根

ざ
し
て
い
て
こ
そ
、
ひ
た
す
ら
に
心
を
求
め
て
も
、
徳
は

真
な
る
あ
り
か
た
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
で
あ
ろ

う
。
…
と
な
る
と
、
仁
義
礼
智
は
性
で
は
な
い
と
い
っ
て

よ
い
の
で
す
か
？
答
え
。『
中
庸
』
で
は
「
性
の
徳
」
と

い
っ
て
い
る
。（
仁
義
礼
智
を
）
徳
と
い
う
の
は
よ
い

が
、
ま
さ
し
く
性
だ
と
い
う
の
は
よ
く
な
い
。
た
だ
、
性

が
善
だ
か
ら
心
が
善
で
あ
り
、
心
が
善
な
の
で
、
随
処
に

発
現
し
て
す
べ
て
善
で
あ
り
、
四
端
が
有
る
わ
け
だ
。
端

と
は
、
倪
（
端
っ
こ
）
の
意
味
だ
。
端
倪
（
糸
口
）
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
そ
の
分
量
を
窮
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ

こ
で
拡
充
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、「
心
を
尽
く
す
も

の
は
性
を
知
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。（
四
端
を
）
拡
充

す
る
こ
と
が
心
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
仁
義
礼
智
が
心

に
根
ざ
す
こ
と
を
知
る
の
が
、
性
を
知
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も
し
、
仁
が
中
に
あ
っ
て
、
惻
隠
の
心
が
逆
に
そ

の
端
な
の
で
あ
れ
ば
、（
中
に
向
か
っ
て
）
反
求
せ
よ
、

と
い
う
は
ず
で
あ
っ
て
、
拡
充
と
い
う
は
ず
が
な
い
。

（
孟
子
劈
頭
説
人
皆
有
不
忍
人
之
心
。
欲
人
識
心
、
故
惻

隠
之
心
、
指
爲
仁
之
端
。
非
仁
在
中
而
惻
隠
之
心
反
爲
端

也
。
孟
子
又
説
仁
義
禮
智
根
於
心
、
若
仁
在
中
而
惻
隠
之

心
反
爲
端
、
是
應
言
心
根
於
德
、
不
應
言
德
根
於
心
也
。

若
心
根
於
德
、
則
百
方
求
德
、
心
恐
有
不
眞
之
時
。
唯
德

根
於
心
、
則
一
味
求
心
、
德
自
無
不
眞
之
處
。
…
然
則
仁

義
禮
智
、
可
謂
非
性
乎
？
曰
中
庸
言
性
之
德
也
、
謂
之
德

則
可
、
謂
之
即
性
則
不
可
。
惟
性
善
故
心
善
、
心
善
故
隨

所
發
無
不
善
、
而
有
四
端
。
端
者
、
倪
也
。
有
端
倪
、
不

可
不
窮
分
量
、
故
須
擴
充
。
故
曰
、
盡
其
心
者
知
其
性

也
。
擴
而
充
之
、
便
是
盡
心
。
知
仁
義
禮
智
之
根
于
心
、

便
是
知
性
。
若
仁
在
中
而
惻
隱
之
心
反
爲
端
、
是
應
反

求
、
不
應
言
擴
充
也
。）
四
端
『
玄
晏
斎
困
思
抄
』（『
四

庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部
第
一
二
三
冊
・
三
四
一
）

　

こ
れ
は
、
少
々
込
み
入
っ
た
議
論
で
、
一
読
し
た
だ
け
で
は

分
か
り
に
く
い11
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
以
下
の
事

柄
で
あ
る
。
ま
ず
は
仁
義
礼
智
は
性
で
は
な
く
て
徳
で
あ
る
、

と
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
に
お
い
て
、
仁
義
礼
智
が
性

と
し
て
、
心
の
中
に
具
わ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、

そ
れ
を
認
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い

る
、
仁
義
礼
智
が
中
に
あ
っ
て
、
惻
隠
が
そ
の
端
で
あ
る
、
と

い
う
立
場
は
、
こ
れ
も
朱
子
学
に
お
い
て
、
性
と
し
て
具
わ
っ

た
仁
義
礼
智
が
、
外
物
に
反
応
し
て
発
動
し
た
も
の
だ
、
と
い
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う
解
釈
の
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
孫
慎
行
は
そ
れ
を
認
め

な
い
の
で
あ
る
。
本
性
と
し
て
、
仁
義
礼
智
が
人
の
心
に
先
天

的
に
具
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
随
時
発
動
す
る
、
と
い
う
朱
子

学
の
説
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仁
義
礼
智

は
、
徳
と
さ
れ
て
、
仁
義
礼
智
は
性
と
切
り
離
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
徳
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
が
問
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は

は
っ
き
り
し
た
定
義
が
な
い
。
た
だ
、
仁
義
礼
智
を
性
か
ら
切

り
離
し
た
か
ら
、
心
の
中
に
求
め
て
ゆ
く
の
で
は
な
く
、「
拡

充
」
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
た
、
と
い
う
表
現
を
見
る
と
、
ど

う
や
ら
、
拡
充
し
て
ゆ
く
先
に
展
望
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
よ
う

だ
。

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
の
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
の
が
、
次
の

発
言
で
あ
る
。

性
は
生
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
実
は
生
で
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
天
地
の
大
徳
を
生
と
い

う
、
と
い
う
が
、
徳
と
性
は
も
と
よ
り
区
別
が
あ
る
は
ず

だ
。
大
生
と
か
広
生
と
か
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
も

天
地
の
作
用
で
あ
る
。
作
用
な
ら
ば
、
已
発
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
無
理
に
こ
だ
わ
っ
て
性
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。（
性
未
嘗
不
生
也
、
而
實
不
可
以
生
言
也
。
如
天
地

之
大
德
曰
生
、
德
與
性
固
有
辨
。
曰
大
生
、
曰
廣
生
、
皆

天
地
之
用
。
用
即
已
發
、
不
可
偏
執
爲
性
也
。）
生
説

『
玄
晏
斎
困
思
抄
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部
第
一
二

三
冊
・
三
二
八
）

　

こ
れ
で
み
る
と
、
徳
は
已
発
で
あ
り
用
で
あ
っ
て
、
性
と
は

違
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
上
で
、
仁
義
礼
智
を

性
で
は
な
く
徳
だ
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
徳
と
言
う
の

は
、
已
発
の
姿
、
端
緒
を
拡
充
し
た
果
て
に
展
望
さ
れ
る
、
性

の
有
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
展
開
し
た
あ
と
の
姿
を
い
う

の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
、
仁
義
礼
智
を
性
か
ら
は

ず
し
て
徳
に
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
拡
充
と
関
連
す
る
と
さ
れ

る
の
は
、
仁
義
礼
智
は
聖
賢
の
拡
充
の
完
成
し
た
「
徳
」
の
姿

で
あ
っ
て
、
実
践
主
体
は
そ
の
あ
り
か
た
を
目
標
と
し
て
、
四

端
を
拡
充
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し

た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
以
下
の
文
で
は
、「
性
之
徳
」
と

「
徳
性
」
と
い
う
も
の
を
分
け
て
語
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

世
の
中
の
人
々
は
、
徳
性
を
尊
ぶ
と
問
学
に
道
る
の
問
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題
に
お
い
て
ご
た
ご
た
と
議
論
し
て
い
る
。
わ
た
し
の
考

え
で
は
、
議
論
の
必
要
は
無
く
、
直
ち
に
ど
ん
な
も
の
が

徳
性
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
問
学
か
を
認
識
す
べ
き
だ
と
思

う
。
世
の
中
の
人
々
は
、
性
だ
け
語
り
、
徳
性
を
語
ら
な

い
。
学
だ
け
を
語
り
、
問
学
を
語
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
徳

を
わ
き
ま
え
ず
に
ま
ず
性
を
求
め
た
の
で
は
、
い
わ
ゆ
る

尊
ぶ
も
の
は
、
一
つ
の
空
虚
な
性
に
過
ぎ
ず
、
実
に
根
ざ

し
た
拠
る
べ
き
性
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
性
悪
と
い
っ

て
み
た
り
、
善
悪
混
と
い
っ
て
み
た
り
、
勝
手
の
し
放
題

で
あ
る
。
孟
子
が
い
う
に
は
、
仁
義
礼
智
は
、
外
か
ら
め

っ
き
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
自
分
が
固
有
す
る
も
の

だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
と
な
る
と
、
徳
を
性
と
し
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
尊
ぶ
べ
き
徳
は
本
来
天
が
自
分
に
与
え
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
本
当
に
見
て
取
れ
る
。
戒
愼
恐
懼

は
、
自
分
の
本
来
の
持
分
を
奉
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
い
つ

も
凜
と
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
前
で
言

っ
て
い
た
「
性
の
徳
」
と
い
う
の
は
、
誠
な
る
状
態
が
す

で
に
完
成
し
た
後
で
、
性
の
応
用
を
指
し
た
も
の
、
こ
こ

で
い
う
徳
性
と
は
、
君
子
が
徳
に
入
る
前
、
性
の
帰
る
べ

き
と
こ
ろ
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
性
を
尽
く
す
に
お
い

て
力
を
着
け
る
の
は
、
全
く
徳
と
い
う
字
な
の
だ
。（
世

人
於
尊
德
性
道
問
學
、
紛
紛
致
辨
。
余
謂
是
且
不
必
辨
、

直
須
識
如
何
爲
德
性
、
如
何
爲
問
學
。
世
人
只
言
性
、
不

知
言
德
性
。
只
言
學
、
不
知
言
問
學
。
夫
未
識
德
而
先
求

性
、
則
所
謂
尊
者
、
不
過
一
空
虚
之
性
、
而
非
根
實
可
據

之
性
。
或
言
性
惡
、
或
言
善
惡
混
、
何
所
不
恣
。
孟
子

曰
、
仁
義
禮
智
、
非
繇
外
鑠
我
也
、
我
固
有
之
也
。
是
則

以
德
爲
性
、
方
實
見
其
當
尊
德
固
天
之
與
我
者
也
。
戒
愼

恐
惧
、
奉
吾
本
來
、
安
得
不
時
時
凜
也
。
乃
知
前
言
性
之

德
者
、
從
誠
者
已
成
後
、
指
性
之
應
用
。
此
德
性
者
、
從

君
子
未
入
德
初
、
指
性
之
歸
還
。
盡
性
着
力
、
全
在
一
德

字
上
。）
至
道
『
止
躬
齋
愼
獨
義
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』

集
部
第
一
二
三
冊
・
四
二
九
）

　

こ
れ
も
必
ず
し
も
分
か
り
や
す
い
文
章
で
は
な
い
が
、
こ
こ

に
は
、
性
と
徳
を
め
ぐ
っ
て
ふ
た
つ
の
立
場
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、「
徳
」
と
関
係
な
く
「
性
」
を
語
る
立
場
。
こ
れ

は
性
善
を
取
り
落
と
し
て
、
何
で
も
有
り
の
誤
謬
に
陥
る
と
い

う
。
次
に
は
「
徳
を
性
と
す
る
」
立
場
。
こ
こ
で
は
、
徳
は
天

に
与
え
ら
れ
た
固
有
の
も
の
と
な
り
、
本
来
の
有
り
方
を
奉
じ

て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に
関
わ
っ
て
、「
性
之
徳
」
と
い

う
用
語
と
、「
徳
性
」
と
言
う
用
語
が
区
別
さ
れ
る
。
即
ち
、
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「
前
で
言
っ
て
い
た
「
性
之
徳
」
と
い
う
の
は
、
誠
な
る
状
態

が
す
で
に
完
成
し
た
後
で
、
性
の
応
用
を
指
し
た
も
の
、
こ
こ

で
い
う
「
徳
性
」
と
は
、
君
子
が
徳
に
入
る
前
、
性
の
帰
る
べ

き
と
こ
ろ
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
を
見
る
と
、
前

の
引
用
文
で
、「
性
の
徳
」
と
さ
れ
た
仁
義
礼
智
に
つ
い
て
い

わ
れ
て
い
た
、
徳
で
あ
っ
て
性
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
ま

さ
し
く
仁
義
礼
智
が
、
四
端
の
拡
充
の
果
て
の
完
全
な
る
展
開

相
と
し
て
把
握
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
と
理
解
さ
れ
る
。

　
「
性
之
徳
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
こ
う
も
い
う
。「
仁
が
己

を
成
し
、
知
が
物
を
な
す
と
こ
ろ
と
な
っ
て
は
じ
め
て
実
に
性

之
徳
と
い
う
の
で
あ
る
。
徳
は
善
で
あ
り
、
善
は
明
で
あ
り
、

形
を
誠
に
し
化
を
神
に
す
る
こ
と
も
、
す
べ
て
こ
れ
の
外
に
で

る
も
の
は
な
い
。（
至
仁
之
成
己
、
知
之
成
物
處
、
纔
寔
指
爲

性
之
德
。
惟
德
爲
善
、
惟
善
爲
明
、
誠
形
神
化
盡
不
出
是
）」

性
之
德
『
止
躬
齋
愼
獨
義
』（『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
集
部
第
一

二
三
冊
・
四
二
三
）
こ
れ
を
み
て
も
、
や
は
り
完
成
し
た

（
成
）
段
階
の
あ
り
方
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、「
徳
性
」
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
の
仁
義
礼
智
は

も
と
も
と
性
と
内
在
的
連
関
を
有
す
る
と
い
う
含
意
が
表
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
徳
に
本
質
的
に
つ
な
が
る

「
性
」
だ
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
仁
義
礼
智
＝

「
徳
」
の
到
達
目
標
と
し
て
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
に
よ
っ
て
、「
徳
」

と
つ
な
が
る
「
性
」
を
保
持
し
、
拡
充
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
工

夫
だ
と
い
う
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
孫
慎
行
は
、
仁
義
礼
智
を
、
そ
の
ま
ま
に
完
全

態
に
お
い
て
性
と
し
て
ひ
と
の
心
の
中
に
具
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
前
提
に
、
向
内
的
に
仁
義
礼
智
を
求
め
る
こ
と
を
否

定
し
た
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
四
端
を
、「
徳
」

へ
向
か
っ
て
拡
充
す
る
立
場
を
対
置
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
仁
義
礼
智
を
徳
と
し
て
、
た
だ
ち
に
性
と
し
な
い
こ
と

の
含
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
本
来
聖
人
に
立
つ
孫
慎
行

は
、
性
を
徳
と
完
全
に
切
り
離
し
て
し
ま
う
こ
と
も
出
来
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
「
徳
性
」
概
念
を
用
い
て
の
、
徳
と
結
び
つ
く

性
の
保
持
の
主
張
と
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
心
に
内
在
す
る
性
の
完
全
性
に
直
ち
に
訴
求
す
る
こ
と
で

仁
義
礼
智
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
向
内
的
方
向
を
否
定
し
、
仁

義
礼
智
を
「
徳
」
と
し
て
外
に
設
定
し
、
そ
ち
ら
に
展
開
し
て

ゆ
く
こ
と
を
求
め
る
、
向
外
的
方
向
の
実
践
論
を
構
成
し
よ
う

と
い
う
孫
慎
行
の
模
索
と
表
裏
す
る
も
の
と
し
て
、「
拡
充
」

で
あ
り
、「
徳
」
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

孫
慎
行
の
場
合
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
性
に
も
と
づ
き
、

性
の
自
律
的
発
動
と
と
ら
え
ら
れ
る
、
戒
懼
慎
独
と
い
う
、
自
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明末における〝拡充〟〝成性〟論の展開

己
の
心
を
見
つ
め
て
緊
張
を
持
続
し
て
ゆ
く
取
り
組
み
が
工
夫

論
の
中
心
を
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
心

の
内
側
に
性
と
し
て
仁
義
礼
知
を
求
め
て
ゆ
く
と
、
心
の
具
体

的
発
動
の
形
が
放
置
・
遺
棄
さ
れ
て
、
現
実
の
行
為
行
動
レ
ベ

ル
に
お
け
る
規
範
準
拠
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
た

こ
と
か
ら
、
四
端
が
拡
充
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
徳
の
レ
ベ
ル
に

具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
仁
義
礼
知
を
設
定
し
、
実
践
主
体
は

そ
れ
を
め
ざ
し
て
、
向
外
的
な
構
え
を
も
つ
べ
し
、
と
い
う
こ

と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
子
学
の
よ
う

に
、
理
気
、
性
気
を
峻
別
す
る
立
場
を
と
ら
な
い
上
で
、
工
夫

の
不
可
欠
性
を
主
張
す
る
孫
慎
行
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

「
外
へ
の
」
拡
充
の
議
論
が
、
心
の
内
部
の
原
点
の
み
な
ら

ず
、
身
体
全
体
に
わ
た
る
規
範
の
浸
透
を
は
か
る
も
の
と
し

て
、
模
索
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
お

い
て
は
、
全
体
と
し
て
は
や
は
り
本
来
聖
人
説
の
枠
組
み
の
中

に
あ
っ
た
が
、
仁
義
礼
知
を
、
四
端
を
拡
充
し
た
結
果
と
し
て

と
ら
え
て
、
性
と
切
り
離
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
本
来
聖
人
の

立
場
と
は
若
干
異
な
る
色
彩
を
帯
び
た
主
張
と
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
孫
慎
行
に
お
い
て
は
、
議
論
は
こ
れ
以
上
に
展

開
せ
ず
、
銭
一
本
の
「
拡
充
成
性
」
論
の
如
く
に
思
想
の
中
心

的
位
置
を
占
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
散
発

的
な
意
見
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
孫
慎
行
に
お
い
て
も
、
上
の
「
性
の
徳
」
を
め
ぐ
る

議
論
の
文
面
に
も
伺
え
る
よ
う
に
、
拡
充
の
外
向
的
方
向
と
、

愼
獨
戒
懼
は
違
背
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
全
く

同
調
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
銭
一
本
と

同
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
明
末
清
初
の
陳
確
の
「
拡
充
」「
成
性
」
説
を
念
頭

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
拡
充
」
や
「
成
性
」
概
念
重
視
の
議

論
が
明
代
後
半
期
、
陳
確
よ
り
も
一
世
代
前
に
い
か
に
生
起
し

て
い
た
か
、
と
い
う
関
心
か
ら
出
発
し
て
、
銭
一
本
と
、
孫
慎

行
の
ふ
た
り
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
拡
充
」、
或

い
は
「
成
性
」
説
を
検
討
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
な
お
も
宋
明

儒
教
思
想
の
基
本
的
発
想
で
あ
る
本
来
聖
人
の
立
場
に
立
ち
な

が
ら
、
工
夫
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
、
或
い
は
結
果
と
し
て

発
動
し
た
行
為
行
動
ま
で
規
範
を
貫
徹
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か

ら
、「
拡
充
」
或
い
は
「
成
性
」
説
が
援
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
陳
確
の

「
拡
充
」「
成
性
」
論
は
、
日
常
的
工
夫
の
持
続
を
確
保
し
て
、

そ
の
終
わ
り
な
き
努
力
の
中
に
人
間
を
置
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
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構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
明
代
後
期

の
議
論
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
代
段
階
に
お
け
る
こ

う
し
た
議
論
の
蓄
積
の
う
え
に
、
更
な
る
飛
躍
と
し
て
、
陳
確

の
後
天
的
善
形
成
論
と
い
う
、
新
た
な
人
性
論
が
現
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
冒
頭
に
も
語
っ
た

如
く
、
客
観
的
に
は
、
発
想
の
連
続
性
を
設
定
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
た
ま
た
ま
管
見
に
入
っ
た
銭
一
本
と
孫
慎
行
を

と
り
あ
げ
た
が
、
恐
ら
く
同
様
の
発
想
は
前
後
す
る
時
代
の
他

の
人
々
に
も
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る11
。
今
後

は
、
更
に
探
索
の
幅
を
広
げ
て
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
以
外
の

人
々
の
事
例
も
集
め
て
、
当
該
問
題
の
展
開
に
関
し
て
、
よ
り

周
到
な
構
図
を
描
き
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

注1　
「
陈
确
的
非
”
本
来
性
“
儒
学
思
想
」『
国
际
儒
学
研
究
』
一
〇

（
国
际
儒
学
联
合
会
）
二
〇
〇
〇

2　
「
劉
宗
周
か
ら
陳
確
へ
─
明
代
儒
教
か
ら
清
代
儒
教
へ
の
転
換
の

一
側
面
─
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
五
三
・
二
〇
〇
一

3　

 『
四
庫
提
要
』
黽
記
四
巻
「
東
林
方
盛
之
時
、
一
本
雖
與
顧
憲
成

分
主
講
席
、
然
濳
心
經
學
、
罕
談
朝
政
、
不
甚
與
天
下
爭
是
非
、
故

亦
不
甚
爲
天
下
所
指
目
。」

4　

 『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
子
部
第
一
四
冊
五
四
九
─
六
七
六
。

5　

管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
銭
一
本
の
思
想
に
つ
い
て
の
先
行
研

究
は
以
下
の
も
の
以
外
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
銭
穆
『
宋
明
理

学
概
述
』
第
五
四
節
「
孫
慎
行
、
銭
一
本
」（
臺
灣
學
生
書
局
・
一

九
七
一
）

6　

王
時
槐
の
思
想
は
、
生
来
の
完
全
な
る
性
へ
の
透
徹
を
中
心
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
悟
と
修
と
い
う
対
概
念
を
用
い
つ
つ
、
修
の
決

定
的
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
愼
獨
な
ど
へ
の
注
目
を

中
心
と
す
る
工
夫
の
重
視
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

い
う
後
次
的
作
為
に
傾
く
議
論
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
批
判
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
又
謂
或
疑
德
必
由
人
爲
而
後
有
云
云
。
夫

此
理
若
非
性
具
、
則
即
加
人
爲
、
豈
能
頓
有
？
譬
如
蒸
砂
、
豈
能
爲

飯
？
故
以
德
非
固
有
、
必
由
人
爲
者
、
誠
不
然
也
」（『
友
慶
堂
合

稿
』
巻
二
・
答
朱
守
約
）。
王
時
槐
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
岡
田
武

彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学
』
明
徳
出
版
社
・
一
九
七
〇
及
び
銭
穆

前
掲
書
第
四
九
節
「
王
時
槐
」
参
照
。

7　

彼
の
「
合
説
」
に
は
、「
吾
向
之
辨
命
辨
性
辨
心
辨
氣
質
詳
矣
。

近
獨
舅
氏
凝
翁
先
生
、
啓
新
錢
先
生
大
韙
吾
説
。
即
二
先
生
之
與
吾

反
覆
辨
難
、
不
啻
數
年
矣
。
至
是
忽
信
不
疑
、
又
屢
囑
之
告
後
生
、

使
相
傳
播
」（『
玄
晏
齋
文
抄
』
巻
一
『
四
庫
存
目
叢
書
』
集
部
第
一

二
三
冊
・
一
二
）
と
あ
り
、
錢
一
本
と
の
交
渉
の
深
か
っ
た
こ
と
を

自
ら
語
っ
て
い
る
。

8　

孫
慎
行
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
注
5
に
挙
げ
た
銭
穆

氏
の
も
の
の
他
、
主
な
も
の
に
以
下
の
諸
篇
が
あ
る
。
思
想
分
析
の

中
心
は
本
文
中
に
挙
げ
た
、
彼
の
気
の
哲
学
と
慎
独
・
中
和
と
い
う

点
に
集
中
し
て
い
る
。



二六

明末における〝拡充〟〝成性〟論の展開

　

王
彬
：
〈
孫
慎
行
《
玄
晏
齋
困
思
鈔
》
的
文
本
問
題
與
晚
明
政
治
環

境
〉、《
中
山
大
學
研
究
生
學
刊
（
社
會
科
學
版
）》、
第
三
期
、
二
〇

一
〇
年

　

陳
暢
：
〈
孫
慎
行
慎
独
学
的
義
理
結
構
〉《
中
国
哲
学
史
》
第
二

期
、
二
〇
〇
九
年

　

鄭
志
健
：
〈
孫
慎
行
與
劉
蕺
山
思
想
之
比
較
〉、《
當
代
儒
學
研

究
》、
第
七
期
、
二
〇
〇
九
年
。

　

鶴
成
久
章
：
〈
孫
慎
行
の
思
想
〉、《
九
州
中
国
学
会
報
》
三
六
、
一

九
九
八
年
。

　
『
晩
明
東
林
學
派
孫
慎
行
思
想
研
究
』
鄭
志
健
著
・
新
北
市
・
花
木

蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

　
　

そ
れ
以
外
に
、
修
士
論
文
で
は
あ
る
が
参
照
の
価
値
あ
る
も
の
と

し
て
、
楊
雪
麗
〈
従
《
玄
晏
斎
集
》
看
孫
慎
行
対
宋
学
的
反
省
〉

（
中
山
大
学
碩
士
学
位
論
文
・
二
〇
〇
九
年
）
蘇
磊
〈
尽
性
与
慎
行

─
孫
慎
行
哲
学
思
想
研
究
〉（
北
京
大
学
碩
士
学
位
論
文
・
二
〇
一

二
年
）
王
芳
義
〈
孫
慎
行
慎
独
思
想
研
究
〉（
華
東
師
範
大
学
碩
士

学
位
論
文
・
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

9　

各
種
版
本
の
比
較
に
つ
い
て
は
注
8
前
掲
王
彬
論
文
参
照
。

10　

孫
慎
行
の
戒
懼
愼
獨
が
鄒
守
益
・
劉
宗
周
ら
の
発
想
と
系
列
を
な

す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
鄭
志
健
前
掲
書
一
一
四
─
一
二
二

頁
参
照
。

11　

こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
楊
雪
麗
前
掲
論
文
二
七
─
二
九
頁
で
筆

者
と
近
い
観
点
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鶴
成
久
章
注
8

前
掲
論
文
で
も
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
読
解
の
方
向
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

12　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
末
清
初
に
活
動
し
た
潘
平
格
（
一
六
一
〇

─
一
六
七
七
）
に
と
っ
て
も
、「
拡
充
」
は
最
も
重
要
な
実
践
の
指

針
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
の
場
合
は
、
本
来
聖
人
の
シ
ェ

ー
マ
を
完
全
に
維
持
し
て
お
り
、
後
天
的
成
長
の
モ
チ
ー
フ
は
展
開

を
見
せ
て
い
な
い
。
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The Precedent of the Denial of ‘Original Sage’ �
Theory in the Late Ming Era

─An analysis of the thoughts of Qian Yiben�
（銭一本）and Sun Shenxing（孫慎行）, with�

reference to Chen Que（陳確）─

Masaya Mabuchi

　　In this paper I examine the thought of two late Ming Confucian thinkers, 
Qian Yiben（銭一本、1539─1610）and Sun Shenxing（孫慎行、1565─1636）, 
who are usually assigned to the so-called Donglin（東林）school. Their 
thought can be seen as a precedent of the unique Confucian theory of Chen 
Que（陳確、1604─1677）, who was active in the mid-seventeenth century, 
during the Ming-Qing transition. Chen asserted that human nature, the 
substance of human mind, should be understood as a body of potentiality, and 
that its content could be recognized only after it is fully unfolded through 
human efforts. He rejected the mainstream ‘original sage’（本来聖人）theory, 
which was popular among Confucian scholars during the whole pre-modern 
era of Chinese history. Although Qian and Sun essentially attached 
themselves to the ‘original sage’ theory, because of their fears concerning the 
problems brought about by an extreme version of that view, they formulated 
new ideas that were somewhat contradictory to it. Both Qian and Sun 
strongly emphasized the need to accomplish human nature by broadening 
and fulfilling the ‘four sprouts of virtue’（拡充四端）. Qian even proposes that 
human nature could become perfect only through human effort（人成性）, 
and Sun separates Confucian virtue（德）from human nature（性）. In this 
way, their thought can be considered a historical precedent of Chen Que’s 
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denial of ‘original sage’ theory.


